
農
村
集
落
の
活
性
化
を
目
指
し
て

下
郡
の
地
区
計
画
案
に
答
申

　
町
都
市
計
画
審
議
会
は
２

月
25
日
、
下
郡
上
代
・
下
郡

下
地
区
の
地
区
計
画
案
に
つ

い
て
審
議
し
答
申
を
ま
と

め
、
神
田
隆
雄
会
長
か
ら
高

橋
町
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
案
は
、
地
域
の
活

力
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

地
域
に
、
都
市
計
画
法
34
条

11
号
に
掛
か
る
地
区
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
で
、
エ
リ
ア

内
の
建
築
規
制
の
緩
和
や
新

規
就
農
者
の
定
住
促
進
に
つ

な
げ
る
も
の
で
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
計
画
を
広

く
周
知
す
る
こ
と
で
、「
桑

折
な
ら
で
は
」
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
、
活
力
あ
る
農
村

集
落
の
形
成
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

▶�

「
農
村
集
落
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

ほ
し
い
」
と
神
田
会
長
（
写
真
右
）

町
全
体
で
再
エ
ネ
導
入
を
推
進

計
画
書
案
を
報
告

▶�

「
町
全
体
で
先
進
的
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
」
と
話
す
小
沢
委
員

　
令
和
４
年
度
か
ら
の
町
全

体
で
取
り
組
む
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
推
進
に
向
け

た
計
画
の
改
訂
に
つ
い
て
、

有
識
者
会
議
を
行
い
、
委
員

の
意
見
や
助
言
を
も
と
に
取

り
ま
と
め
た
計
画
案
を
、
３

月
11
日
に
小
沢
委
員
長
（
福

島
大
学
）
か
ら
髙
橋
町
長
へ

報
告
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
ま
ち
づ
く
り

の
現
状
を
町
内
外
に
広
く

伝
え
、
町
へ
の
愛
着
や
関

心
度
の
向
上
を
図
る
た

め
、
町
の
施
策
や
魅
力
を

ま
と
め
た
総
合
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
と
し
て
、
町
勢
要

覧
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

A
４
版
・
20
ペ
ー
ジ
の

仕
様
で
、
カ
ラ
ー
写
真
を

数
多
く
掲
載
し
た
、
視
覚

的
に
も
楽
し
め
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
で
す
。は
じ
め
に
、

町
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
色
に

基
づ
い
て
、
地
域
の
特
性

（
献
上
桃
・
歴
史
・
自
然
・

町
民
の
あ
た
た
か
さ
）
を

紹
介
。
続
い
て
、
総
合
計

画
や
町
の
産
業
の
特
色
に

つ
い
て
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
声
を
掲
載
し
な
が
ら
、

ま
ち
づ
く
り
の
現
状
と
将

来
像
を
分
か
り
や
す
く
ま

と
め
て
い
ま
す
。

　

4
月
上
旬
か
ら
、
役
場

町
民
ロ
ビ
ー
の
ほ
か
、
町

内
の
公
共
機
関
な
ど
に
設

置
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら

も
閲
覧
で
き

ま
す
。

桑折町勢要覧完成
町の魅力を再発見できる内容に

1_「ともに未来へ。」と題し、町の魅力や将来像を
紹介　2_ 美しい自然や町民の笑顔があふれる紙面

　
3
月
16
日
午
後
11
時
36

分
、
福
島
県
沖
・
深
さ
60

㌔
の
地
点
で
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
7
・
4
の
地
震

が
発
生
し
、
震
源
に
近
い

福
島
県
・
宮
城
県
で
最
大

震
度
6
強
を
観
測
し
ま
し

た
。
桑
折
町
で
は
、
東
日

本
大
震
災
を
思
い
起
こ
す

震
度
6
弱
の
揺
れ
が
襲
い

ま
し
た
。
町
内
で
は
、
大

き
な
横
揺
れ
の
中
、
大
規

模
な
停
電
が
発
生
。
外
灯

や
信
号
も
消
え
、
暗
闇
の

中
に
、
地
響
き
と
物
が
倒

れ
落
ち
る
音
が
響
き
渡
り

ま
し
た
。

　

町
は
一
早
く
災
害
対
策

本
部
を
設
置
し
、
町
内
6

か
所
に
避
難
所
を
開
設
し

ま
し
た
。
一
夜
明
け
、
平

穏
だ
っ
た
町
並
み
は
一

変
。
町
周
辺
に
架
か
る
橋

（
伊
達
崎
橋
・
伊
達
橋
・

大
正
橋
・
昭
和
大
橋
）
が

損
傷
に
よ
り
通
行
止
め
に

な
る
ほ
か
、屋
根
瓦
や
壁
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
崩
れ
落
ち

た
り
、
道
路
に
亀
裂
が
で

き
た
り
、
一
部
地
域
で
は

断
水
被
害
も
あ
り
ま
し

た
。震
災
の
爪
痕
が
残
り
、

各
所
で
揺
れ
の
大
き
さ
を

物
語
っ
て
い
ま
し
た
。

1、2_ 壁が崩れ落ちた旧伊達郡役所　3_
地震発生直後、役場に避難して情報収
集　4_ 伊達崎橋の被害を確認する内堀
雅雄県知事と髙橋町長　5_ 甚大な被害
を受け、一時休校になった伊達崎小学
校　6_ 町内の至る所でブロック塀の被
害が相次いだ　7_ 県内市町村から職員
の応援を受け、り災証明発行にあたる

3月16日福島県沖地震
またか――、町内に震度6弱の激震

主な被害状況
　  項目　　　　　　被害状況
人的被害 軽傷　　　　　　　　�6人

物的被害

住家被害　　　　　628件
非住家被害　　　����330件
ブロック塀崩れ　　��19件
道路の破損　　　��　��7件
橋梁の破損　　　��　��2件
その他　　　　　　����3件

（3月28日現在）

※住家・非住家被害件数は、り災証明申請件数

避難状況
　 避難所　　　　　　　　   避難者数
町役場 25人
イコーゼ 24人
公民館（桑折・睦合・伊達崎・半田） 0人

（避難者数は各避難所の最大数）

　
桑
折
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
推
進
計
画
の
改
定

案
が
3
月
11
日
、
有
識
者
会

議
の
小
沢
喜
仁
委
員
長
（
福

島
大
学
）
か
ら
髙
橋
町
長
へ

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
議
は
、
7
人
の
構
成

員
か
ら
な
り
、
昨
年
6
月
か

ら
5
回
の
会
議
を
経
て
、
計

画
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。
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NE
WS pick up まちのニュース


